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出典：新東名状況写真：2014年11月（中日本高速道路株式会社）
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東名高速道路 音羽蒲郡ＩＣ付近の交通状況：2013年8月（中日本高速道路株式会社）



日本の大動脈 東名高速

モノと人の移動を支える大動脈

■東名高速道路の全国シェア

東名高速道路の延長が、全国の高速道路延長に占める割合はわずか４％です。

しかしながら、東名高速道路は、利用台数、輸送人員、貨物輸送トン数において全国の高速道路の中でトップ

の割合を誇っています。

出典：１日当たり輸送量・平日（高速道路便覧2012〔平成24年度〕：全国高速道路建設協議会、平成22年度
道路交通センサス：国土交通省）

利用台数（万台/日）

１位 東名高速道路 54.1 12%

２位 名神高速道路 36.5 8%

３位 東北自動車道 33.1 7%
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輸送トン数（万トン/日）

１位 東名高速道路 60.8 16%

２位 名神高速道路 41.3 11%

３位 東北自動車道 35.9 10%

輸送人員（万人/日）

１位 東名高速道路 81.3 12%

２位 名神高速道路 57.1 9%

３位 中央自動車道 51.3 8%

【供用延長】 【高速道路の利用台数】

【高速道路の貨物輸送トン数】

【高速道路の輸送人員】
出典：高速道路の供用延長（高速道路便覧2012〔平成24年度〕：全国高速道路建設協議会）（平成22年度道路交通センサス：国土交通省）
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■東名高速道路沿線地域の県内総生産 〔平成２２年度〕

東名高速道路の沿線地域（東京都、神奈川県、静岡県、愛知県）は、わが国の総生産（ＧＤＰ）の約３４％を占めて

います。

出典：県内総生産〔名目：平成22年度〕（県民経済計算 平成13年度-平成22年度（93SNA、平成17年基準計数）：内閣府）

東名沿線地域
（東京都・神奈川県・静岡県・愛知県）

６６％
（約３２７兆円）

全国（都道府県の合計）
約４９６兆円

９１兆円
〔東京都〕

３０兆円
〔神奈川県〕

１６兆円
〔静岡県〕

３２兆円
〔愛知県〕

広域な圏域ブロックを越えた製造業の原材料等の

取引額は、関東～中部間で年間約１４兆円、関東～近

畿間では約１０兆円に達します。

中部を跨ぐ取引額の合計は、約２４兆円にのぼり、

わが国全体の製造業の原材料等の地域間取引額のう

ち、約３割ものシェアを占めています。

中部を跨ぐ交易は、わが国製造業の生産活動を行

う上でも非常に重要な役割を担っています。

１４兆円/年

中

部

近

畿

関

東

１０兆円/年

製造業の生産活動を支える“中部”を跨ぐ交易活動

日本の大動脈 東名高速
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日本経済の要衝となるエリアを貫く東名高速道路

３４％
（約１６８兆円）

その他全国

■製造業における原材料等の地域間取引額

出典：製造業中間投入財の交易額（平成17年地域間産業連関表：経済産業省）

（注）四捨五入の関係で集計値が合計値に一致しない場合があります。



■代表輸送機関※別の貨物量輸送割合〔重量ベース〕

わが国の貨物輸送は、重量ベースで約８４％をトラックが担っています。

※代表輸送機関とは、貨物が出荷されて目的地に到着するまでに利用された輸送機関のうち、最も長い距離を輸送した輸送機関のことを示します。

わが国の貨物輸送の実態は、長距離輸送になるほど高速道路の利用

割合が高くなる傾向にあります。

全距離帯における貨物輸送の高速道路利用割合は１６％ですが、

100km以上にわたる貨物輸送の高速道路利用割合は４１％に達します。

広域的な取引を支える高速道路は、わが国の物流において極めて重

要な役割を担っています。

出典：代表輸送機関別シェア〔３日間調査 重量ベース〕（第9回 2010年調査 物流センサス 全国貨物純流動調査：国土交通省）

■輸送距離帯別の高速道路利用割合〔貨物〕

トラック輸送割合は８割以上

長距離ほど高まる高速道路利用割合

日本の大動脈 東名高速
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トラック８４％
鉄道 １％

航空・その他５％

船舶 １０％
船舶は、フェリー、コンテナ船、RORO船、その他船舶の合計。

トラックは、自家用トラック輸送と営業用トラック輸送の合計。

高速道路の利用割合：重量ベース

16%

41%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全距離帯

100km以上

全距離帯

100km以上

出典：距離帯別の高速道路利用割合（貨物）3日間調査 重量ベース（第8回 2005年調査 物流センサス 全国貨物純流動調査：国土交通省）
〔複数の輸送機関を利用している場合、もっとも輸送距離の長いものを代表輸送機関として位置付け〕
〔高速道路利用・非利用は、自動車における経路ごとの高速道路利用の有無で区分〕



■東名高速の走行台キロ※とわが国の国内総生産の推移

「日本の道路は信じがたい程に悪い。

工業国にして、これ程完全にその道路網を

無視してきた国は、日本の他にない。」

出典：調査結果と勧告（日本国政府建設省に対する名古屋・神戸高速道路調査報告書1956年：ワトキンス調査団）
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東名高速道路
全線開通(1969年･S44)

出典：実質国内総生産（国民経済計算 実質国内総生産（2005年基準・93SNA）・（2000年基準・93SNA）・（1990年基準・68SNA）：内閣府）
(注)直近の公表値に基づき、異なるSNA体系基準および基準年次のデータについて接続年の変化率を維持するように、国内総生産を算出。
道路別年度別走行台キロ（高速道路便覧2012〔平成24年度〕：全国高速道路建設協議会）

※走行台キロ：交通量（台）と区間距離（キロ）を乗じたもの。
（注）東名高速道路の走行台キロは、名神高速と区別してデータが取得可能な1971年以降の推移を記載。

ワトキンス調査団によるレポートが、戦後のわが国における高速道路整備の契機となり、1965年に名神高速道路

が全線開通し、その後、1969年に東名高速道路が全線開通を迎えました。

高速道路を走行する交通量の伸びと、国内総生産の推移には高い相関がみられ、わが国の経済成長は、高速道

路の進展とともに歩んできました。

名神高速道路
全線開通(1965年･S40)

日本の大動脈 東名高速

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

戦後の道路状況

明治時代、わが国では道路整備よりも鉄道整備が先行して実施され、終戦直後にお

いても、一般国道さえ満足に舗装されていない状況でした。

日本国政府の要請により、名神高速道路の経済的ならびに技術的な妥当性について

調査・検討を行ったアメリカのワトキンス調査団によって、日本の道路状況は上記のよう

に評価されました。
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東名高速道路の走行台キロ
(百万台キロ／年)

日本の実質国内総生産
(兆円／年)

高速道路の進展とともに経済成長



上段：東名高速道路［音羽蒲郡ＩＣ付近］の渋滞状況写真（中日本高速道路株式会社）
中段：兵庫県南部地震［阪神・淡路大震災］における阪神高速の被災状況写真（国土交通省）
下段：東名集中工事の状況写真（中日本高速道路株式会社）
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■自動車保有台数と国内総生産の推移

※渋滞量：渋滞の激しさを表す指標であり、渋滞している距離の長さと渋滞している時間の長さを掛け合わせた値。（単位：km・時間）

出典：渋滞データ 2010年1月～12月（高速道路会社資料）
高速道路の渋滞状況（新東名（静岡県）開通前広報パネル：静岡県・静岡市・浜松市・中日本高速道路株式会社・国土交通省中部地方整備局）

著しいモータリゼーションの進展による混雑の発生

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

逼迫する 東名高速

■高速道路の渋滞量の比較〔2010年〕

出典：自動車保有車両数（国土交通省自動車局自動車情報課、一般財団法人自動車検査登録情報協会）
実質国内総生産［2005年基準・93SNA］・ ［2000年基準・93SNA ］・［1990年基準・68SNA］（国民経済計算：内閣府）
(注)直近の公表値に基づき、異なるSNA体系基準および基準年次のデータについて接続年の変化率を維持するように、国内総生産を算出。

自動車保有台数の推移

わが国のモータリゼーションは、経済成長率を上回る、著しいスピードで進展を遂げました。それに伴い、東名

高速道路の渋滞量※は全国でもワースト１で、全高速道路の渋滞量の約３割を占めています。

交通の集中によって、高速道路が本来有するべき、高速性や定時性の機能が低下していると考えられます。

国内総生産の推移

倍 倍

顕著な増加

渋滞量 全国ワースト1
（全高速道路の約３割）

渋滞回数も全国ワースト１
（年間約5,000回発生）

・・・
・・・



出典：地表震度分布図［陸側ケース：地域毎拡大］（南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）追加資料：内閣府）
〔想定する地震動は、揺れによる被害が最大となると想定される「陸側ケース」〕
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逼迫する 東名高速

被災者支援：緊急輸送路の確保に向けた備え

■南海トラフ巨大地震による震度分布(推計)

■橋梁の耐震補強の効果（東日本大震災時）

地域経済の復興：生産活動の早期回復を支援

大規模災害などにより、企業活動が滞ると、その影

響は自社のみならず、地域の雇用や経済に大打撃を

与え、また、サプライチェーン等の取引関係を通じて、

被災地域以外にも被害が波及することが想定されます。

中部圏は、わが国有数のモノづくり地域であるがゆ

えに、巨大な地震に対峙しても、生産活動の早期復旧

を果たし、社会経済の安定に資する災害に強い道路

ネットワークが求められています。

中部圏は、南海トラフ巨大地震の危険に直面しており、

人命救助や緊急物資の輸送ルートとして、代替性が確

保された高速道路ネットワークの重要性が再認識され

ています。

東日本大震災からの教訓として、改めて認識された

国土の脆弱性を克服し、国土の信頼性を向上させる理

念に照らすと、高速道路に対しては災害時にも機能す

るネットワークを確保することが求められています。

＜災害時にも機能するネットワークを確保＞

・並行する国道とも連携しながら、災害時にも機能するよう
ネットワークの耐災性・補完性を確保。

・三大都市、ブロック中心都市を結ぶネットワークは、いざと
いう時にも機能するよう多重化。

出典：東日本大震災からの教訓 （今後の高速道路のあり方 中間とりまとめ 平成23年12月9日：国土交通省 高速道路のあり方検討有識者委員会）

〔東北自動車道〕 〔国道４５号〕

出典：東日本大震災における橋梁の耐震補強の効果（東日本大震災を踏まえた緊急提言（データ集） 平成23年7月14日：国土交通省 高速道路のあり方検討有識者委員会）

観測震度： 震度６強 観測震度： 震度６弱

耐震補強の結果、落橋などの致命的な被害を防止
※津波による流出を除く。

早急復旧を実現 人命救助・復旧活動に貢献

■取引関係の途絶による生産停止の連鎖

生産停止

〔通常時〕 〔災害時〕

部品の供給

生産品の供給
中間部品の供給

部品の供給

被災
生産停止

部品調達不可

生産停止

生産品の供給

部品供給不可

企業・地域の枠を越えて広域的に波及

物流停止の影響も同様に波及



東名高速道路は、1969年（昭和44年）の全線開通か

ら４５年を迎えます。本線をはじめ、トンネル、橋梁など

の高速道路の施設について、経年劣化によるリスクが

増大することが想定されます。

高速道路を永続的に使用していくためには、持続的

で適切な維持管理・更新などの老朽化対策を講じてい

く必要があります。

全線開通から４５年

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

逼迫する 東名高速

[鉄筋コンクリート床版の変状事例〕

・床面上面

出典：高速道路資産の変状状況（高速道路資産の長期保全及び更新のあり方 中間とりまとめ 平成25年4月25日：高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する技術検討委員会）

・路面状況

■高速道路資産の劣化・変状の事例

[鉄鋼床の変状事例〕

■東名高速道路 橋梁劣化の様子

出典：東名高速道路 岡崎IC～豊田JCT間の橋梁部劣化状況（中日本高速道路株式会社）



新東名高速道路 本線190kp【浜松】付近：2012年5月撮影（中日本高速道路株式会社）

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】



貨物車の運行管理に使用されているデータを用いた分析では、新東名高速道路を利用する貨物車の平均走

行距離（２３５ｋｍ）は、東名高速道路を利用する貨物車の平均走行距離（１２０ｋｍ）よりも長く、新東名高速道路

は、長距離の輸送に利用されている傾向があらわれています。

また、貨物車の輸送経路の軌跡をたどると、新東名高速道路（静岡県区間）の開通によって、貨物車の移動圏

域が首都圏と関西圏にまで拡大した傾向が見られます。

◆開通前（20１1.11平日）と開通後（2012.11平日）の貨物車の利用経路を分析し、１日当たりのトリップ延長の平均値を算出。
◆対象区間 東名：清水IC～静岡ICを通過した貨物車を抽出

新東名：新清水JCT～新静岡ICを通過した貨物車を抽出 （但し、東名・新東名を周遊している貨物車は除く）

出典：貨物車プローブデータ（貨物車の運行管理に使用されている緯度経度等の走行データ）

貨物車の長距離輸送に貢献

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

１６０ｋｍ

開通前 開通後

新東名高速道路 利用

東名高速道路 利用東名高速道路 利用

平均走行距離

１２０ｋｍ
平均走行距離

２３５ｋｍ
平均走行距離

■貨物車の平均走行距離の変化

■貨物車の輸送ルートの軌跡 〔新東名（静岡県区間）開通後〕

東名高速道路利用 新東名高速道路利用

2012年

■中京圏から関東圏の所要時間変化
軌跡は

首都圏と中京圏
が中心

2012年

◆開通前（20１1.11平日）と開通後（2012.11平日）の貨物車の利用経路を分析し、１日当たりのトリップ延長の平均値を算出。
◆対象区間 東名：清水IC～静岡ICを通過した貨物車を抽出

新東名：新清水JCT～新静岡ICを通過した貨物車を抽出 （但し、東名・新東名を周遊している貨物車は除く）

出典：貨物車プローブデータ（貨物車の運行管理に使用されている緯度経度等の走行データ）

関西圏までの
軌跡は疎ら

軌跡は
首都圏と関西圏
まで拡大

関西圏までの
軌跡もクッキリ

新東名高速道路（愛知県区間）の開通によって同様の効果があらわれることが期待されます。

0 200km
0 200km
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新東名高速道路の静岡県区間の開通では、交通集中に伴う10km以上にわたる渋滞発生回数は、新東名高速道

路の開通以後9割減と大きく減少しました。

また、事故発生件数は、開通前に比べて約１割減少、うち人身事故は約３割減少しました。

出典：事故回数（記者発表資料：静岡県警）
開通前：平成23年4月14日（木）～平成24年4月13日（金）
開通後：平成24年4月14日（土）～平成25年4月13日（土）

■新東名高速道路(静岡県)開通による渋滞発生回数の変化

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

交通渋滞の緩和と事故の減少に期待

■新東名高速道路 (静岡県)開通による交通事故の変化

開通前

渋滞回数

９割減少226回

渋
滞
回
数

（
回
） 18回

東名１回

新東名17回

東 名

3回

東名2回

新東名1回

減少傾向
は継続

開通後1年目
（開通～１年）

開通後2年目
（１年～１年６ヶ月）

開通前 開通後
1年目

開通前 開通後
1年目

〔事故件数 計〕 〔うち人身事故件数〕

新東名
150回

東名
228回

新東名
1,129回

東名
1,718回

3,329回

東名

１割減少

2,847回

521回

378回

３割減少事
故
回
数

（
回
）

事
故
回
数

（
回
）

新東名高速道路（愛知県区間）の開通によって同様の効果があらわれることが期待されます。

〔東名高速富士川橋付近〕

開通前

出典：交通集中に伴う10km以上の渋滞回数（中日本高速道路株式会社）
開通前：平成23年4月17日（日）～平成24年4月13日（金）
開通後(開通～1年)：平成24年4月15日（日）～平成25年4月12日（金）
開通後(1年～1年6ヶ月)：平成25年4月14日（日）～平成25年10月14日(月）

出典：事故回数（記者発表資料：静岡県警）
開通前：平成23年4月14日（木）～平成24年4月13日（金）
開通後：平成24年4月14日（土）～平成25年4月13日（土）

開通後



三ケ日JCT

御殿場JCT

新東名高速道路

東名高速道路

出典：国土交通省 中部地方整備局・国土技術政策総合研究所による民間プローブデータを用いた集計結果
開通前：ＧＷ・平成23年4月28日～5月8日,お盆・8月10日～16日,年末年始・12月22日～平成24年1月4日
開通後：ＧＷ・平成24年4月27日～5月6日,お盆・8月8日～16日,年末年始・12月26日～平成25年1月6日

新東名高速道路の静岡県区間が開通によって、交通が集中する

ゴールデンウィーク（GW）やお盆、年末年始の時期においても、東名

高速道路（御殿場JCT～三ケ日JCT間）の移動にかかる所要時間の

ばらつきが少なくなり、定時性が確保されるようになりました。

定時性の確保

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

交通集中時期も高速道路の役割を安定して発揮

■東名高速道路における所要時間のばらつき

３分の１
に減少

新東名高速道路（愛知県区間）の開通によって同様の効果があらわれることが期待されます。

至 名古屋方面

至 東京方面

ＧＷ＋お盆＋年末年始
の状況

所要時間のばらつきの幅
（御殿場JCT～三ヶ日JCT）

新東名開通前
所要時間のばらつき

★ 早くて102分 ～ 遅くて178分 で到着 76分
新東名開通後の
所要時間のばらつき

★ 早くて100分 ～ 遅くて122分 で到着 22分

所要時間の
ばらつきが小さい

■東名高速道路の交通状況
〔音羽蒲郡IC付近（下り線）〕

出典：2013年8月14日撮影（中日本高速道路株式会社）
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★特異値(所要時間の上位10％、下位10％)を除いた所要時間のばらつき



台風の接近に伴い由比地区の沿岸部において東名高速道路が通行止めとなった際や、事故によって東名高

速道路が通行止めとなった際にも、新東名高速道路が高速ネットワークの迂回路として機能を発揮し、一般道

を迂回する際のロスを軽減することにつながったとの声も寄せられています。

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

新東名と東名のダブルネットワーク効果を発揮

新東名高速道路（愛知県区間）の開通によって同様の効果があらわれることが期待されます。

迂回路 富士IC

新富士IC

新清水
JCT

清水JCT

西倉沢
地すべり防止区域

沿岸部（越波など）

富士川
ｽﾏｰﾄIC

由比地区

■東名高速道路の通行止め時のダブルネットワーク効果

〔沿岸部における越波〕

〔西倉沢 地すべり防止区域〕

〔由比地区における交通網の集中〕

出典：由比地すべり対策事業（平成25年度事業概要：国土交通省 中部地方整備局 富士砂防事務所）

ＪＲ東海道本線

国道１号
東名高速道路

出典：（国土交通省中部地方整備局資料）



東日本大震災では、1日後には東北道、常磐道は緊急車両が通行可能になり、人命救助、緊急物資の輸送に

大いに貢献しました。高速道路は、早期に緊急輸送路の機能を確保することが可能となります。

また、鉄道が本格復旧するまでの間は、物流面のみならず、高速バスなどをはじめとした旅客輸送にも多大な

貢献を果たしました。

■東日本大震災における緊急交通路の利用状況

※東北自動車道（福島飯坂～国見）

出典：緊急交通路の利用状況（東北地方太平洋沖地震による高速道路の被害と復旧状況について 平成23年3月18日：東日本高速道路株式会社）

※東北自動車道（仙台宮城～泉）

■東日本大震災における高速道路の被害・復旧状況 （常磐自動車道 水戸～那珂：上り線）

出典： 高速道路本線の復旧状況と復旧見込み（東北地方太平洋沖地震による高速道路の被害と復旧状況について 平成23年3月24日：東日本高速道路株式会社）

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

高速道路が早期の緊急輸送路の確保に貢献

わ
ず
か
６
日
後

新東名高速道路（愛知県区間）も災害時等の緊急輸送路として機能を発揮することが期待されます。

2011年3月11日 16:30頃 2011年3月17日 17:00頃



■新東名高速道路サービスエリアの防災支援機能 〔例：新東名 駿河湾沼津ＳＡ〕

②２４時間分の燃料を常備した
自家発電設備

⑥受水槽及び緊急時取水可能
とする非常用水栓

⑧非常電話

④ヘリポート

①緊急活動時に利用できる緊急開口部 ⑦防災拡声設備（スピーカー）

④ヘリサイン

⑤緊急活動をサポートするガソリンスタンド

③防災備蓄倉庫

⑨井戸設備

① 緊急開口部
② 自家発電設備
③ 防災備蓄倉庫
④ ヘリポート・ヘリサイン
⑤ ガソリンスタンド
⑥ 受水槽及び非常用水栓
⑦ 防災拡声設備
⑧ 非常用電話
⑨ 井戸設備

新東名高速道路のＳＡ（サービスエリア）やＰＡ（パーキングエリア）では、事故や災害等が発生した際の緊急

活動を速やかに実施するための防災支援機能が確保されています。

東日本大震災では、実際に高速道路のＳＡ・ＰＡが、消防隊や自衛隊の中継基地として利用され、地域の防

災拠点として、救助・救援活動に貢献しました。

新東名 遠州森町PA

出典：東日本大震災における高速道路のＳＡ・ＰＡの利用状況（東日本大震災を踏まえた緊急提言(データ集) ：国土交通省 高速道路のあり方検討有識者会議）

■東日本大震災における高速道路のＳＡ・ＰＡの利用状況

〔消防隊の中継基地として利用された東北自動車道：羽生ＰＡ〕 〔自衛隊の中継基地として利用された常磐自動車道：四倉ＰＡ〕

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

ＳＡ・ＰＡにおける防災・救急医療の支援

■ヘリポートを活用した
訓練の模様

出典：静岡県航空受援訓練の模様・遠州森町PA〔2013年2月5日〕（中日本高速道路株式会社）

なお、現在、建設中の岡崎ＳＡ（仮称）、設楽原ＰＡ（仮称）では、愛知県内の高速道路休憩施設で初めてのヘリ

ポートの設置が予定されています。

出典：（国土交通省中部地方整備局資料）



出典：東名集中工事の状況写真（中日本高速道路株式会社）

■集中工事期間の渋滞状況 〔御殿場JCT～三ヶ日JCT〕
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東名高速道路の集中工事による渋滞は、新東名高速道路（静岡県区間）の開通後に、高速道路のダブル

ネットワーク効果が発揮され、渋滞量が9割削減されました。

出典：交通量計測データ（中日本高速道路株式会社）
開通前：平成23年10月11日（火）～10月21日（金）の平日
開通後：平成24年10月 9日（火）～10月19日（金）の平日

工事に伴う渋滞量※ ※渋滞量：渋滞規模を表す指標（渋滞長×渋滞時間）

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名開通 利便性と信頼性の向上

集中工事期間中の代替路として機能を発揮

三ケ日JCT

御殿場JCT

新東名高速道路

東名高速道路

■集中工事の状況

新東名高道路（愛知県区間）の開通によっても同様の効果が期待され、限られた集中工事期間にお

いても、より高度な補修工事を実施することが可能になると考えられます。

〔伸縮装置の取り替え〕 〔舗装工事〕



新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

新東名高速道路 佐奈川橋 建設工事の状況：2014年11月撮影（中日本高速道路株式会社）



静岡市長 浜松市長

・静岡県、静岡市に物流、人の流れを持ってくる
仕組みづくりが必要。

・新東名高速道路の開通は、安全の確保、日本
経済のためにも非常に重要。

・インターチェンジ周辺について、産業集積地と
して活性化に取り組む。

新東名(愛知県)開通効果検討会議 【国土交通省・ＮＥＸＣＯ中日本・愛知県・浜松市・岡崎市・豊川市・豊田市・新城市】

開通に寄せる 期待

新東名について語る会 ＜平成23年11月2日＞

（正面左から 黒岩神奈川知事、大村愛知県知事、川勝静岡県知事、田辺静岡市長、鈴木浜松市長）

新東名について語る会

日 時 平成23年11月2日（水） 午後2時30分から午後3時15分まで

会 場 砂防会館 別館1階

東京都千代田区平河町2-7-5

テーマ “東海道新時代の幕開け”－新東名高速道路にかける想い－

出典：新東名高速道路建設促進協議会

新東名高速道路建設促進協議会（静岡県、愛知県、

神奈川県、名古屋市、静岡市、浜松市）の平成23年度の

促進大会では、沿線の各県知事・市長らによって、「新東

名について語る会」が開催されました。

この会の意見交換では、各県知事・市長から新東名高

速道路にかける期待が熱く語られました。

事業者が期待する声

神奈川県知事 静岡県知事 愛知県知事

・｢武家の古都・鎌倉」等の観光資源や産業を十
分に活かすには、東西を結ぶ道路が非常に
重要。

・切迫している大規模災害が起きた時に、複数
の道が揃っていることが「命の道」となる。

・一日も早く名古屋から神奈川、東京に至るま
での命の道がつながり、日本の安全をここで
支え、新しい日本を開いていく必要がある。

・産業集積地と物流拠点を結ぶ広域幹線道路
ネットワーク整備は大変重要。効率的で低コ
ストの物流ネットワークを造ることが重要。

・新東名の浜松いなさＪＣＴ～豊田東ＪＣＴ間を
一日でも早く結んでもらいたい。

■新東名高速道路の開通に寄せる期待（要約）

物流事業者 （愛知県） 製造業事業者 （愛知県） 製造業事業者 （愛知県）

・新東名の愛知県区間の開通によって、一般道
の迂回ではなく、高速道路同士が相互に迂回
路になるという効果が大きい。

・新東名の愛知県区間が開通して、東名からの
利用転換があれば、現状で混雑している東名
にも余裕ができることを期待。

・新設されるＩＣの近くに事業所があり、愛知県
区間が開通すれば、高速道路通勤も実施でき
る可能性がある。

物流事業者 （静岡県） 観光事業者 （静岡県） 血液センター（静岡県）

・愛知県西三河地域とのアクセスが良くなるた
め、企業集積を期待。

・新規の企業立地に期待するとともに、既存産
業についても効果を期待。

・愛知県区間の開通記念ツアーなどによる集客
増加を期待。

・愛知県の西三河地域に立地する企業の団体
利用などでの利用を期待。

・血液センターの統合化によって、愛知県に製
剤機能が集約している。そのため、愛知県と
の血液輸送が重要であり、新東名の愛知県
区間の開通に期待。

出典：新東名高速道路建設促進協議会の資料をもとに作成。

出典：企業ヒアリング結果（国土交通省中部地方整備局）

愛知県内や周辺の静岡県の事業者からも、愛知県区間の開通に対する期待が寄せられています。


